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　学校の放課後、高校生の二人が３－Ａの教室に残っていた。末松は、自分で落書きした黒板を消していた。
もう一人の村田は、窓側の壁にもたれて考え込んでいた。
「あぁ……」
末松は声を掛けた。
「村田元気ないな、どうした？」
「スエ、世界の裏側ってあると思う？」
「何言ってんだお前。あるわけねぇじゃん」
「俺はあると思う」
「スマホのゲームやり過ぎて、おかしくなっちまったか」
「それがよ。川の土手で見たんだよ」
「何を」
「時空の割れ目だって」
「嘘だろ」
「嘘じゃねぇ、写メールも撮ってあるし」
「見してみ」
村田は、スマホの画面を指でなぞり、目的の写真を探す。
「どれだよ」
「ちょい待って」
「あるのか？」
「あったこれだよ」
「うわっすっげ」
川の土手に、巨大な爪に引っかかれた、裂け目が写っていた。
「あるだろ」
「一体どこに繋がっているんだろうな」
「世界の裏側」
「何でわかんだよ」
「一回覗いてみたから」
「ヤバイ、超ヤバイじゃん。どんなとこ？」
「口で言うより、行ったほうがはええよ」
「いこーぜ、連れてけ」
　
末松を例の川に案内した。
「ここか」
村田は、そうだと言わんばかりに頷いた。
「まじで裂け目あるじゃん」
「スエ、お先に」
村田は時空の割れ目に、自分の意思で吸い込まれた。
「おい待てよ」
末松も、村田を追う。
ふわっと浮いたような。足元の土の感覚が消えた。

　「ようこそ、世界の裏側へ」
さっきいた川と、様子は変わらない。違いは、裂け目が無いぐらいだ。すぐに戻れないことを意味した。
「急にどうした、村田」
「スエ、ポケットに手を入れてみ」
「なぜか、ポケットに名刺が入っている。職業アルバイトて？」
「俺の名刺は、社長だけどな」
「はっ？！」
「最初に踏み入れたのが、俺だったってことだ」
「説明しろよ」
「じゃあな」
村田は、背を向け歩きだす。
「待て」
黒服の男が、村田と末松の間を遮る。
「社長にご用件がありましたら、アポイントメントをお取り下さい」
「アポ？」
「アポの無いお客様は、お通しできません」
「誰だよ」
末松は、掌圧で地面に転がされた。
「ちくしょう」
「失礼します」
黒服の男は、村田の方向へ去った。
「このまま転がっていても、闇雲に時間が過ぎるだけだ」
腰を持ち上げ、土を振り払う。

　家に帰ると、家のあたりは空き地となっていた。
「どうなってんだよ」
土地の管理者は、村田不動産とある。
「俺の家がねえよ」
スマホの地図アプリで確認するが、この場所に間違いない。地図上にも、家は建っていなかった。駄目もとで、村田不動さんに電話を掛ける。
「はい、村田不動産でございます」
「すみません。○○○町に家は建ってなかったですか？」
「はて？家は建ってませんが。土地はお譲りできますよ」
「そうですか、ありがとうございました」
通話を終了した。
「うーん」
今できることは、名刺に書かれたお店を訪ねることだった。
「スーパー村田」
スーパー村田？聞いたこともないところ。

　店に着くと、想像通りの古臭いスーパーだった。お店の男性従業員と目があう。
「末松！休むなら、電話ぐらいしたらどうなんだ！」
まったく知らない男に名前で呼ばれ、怒鳴られた。
「え？誰？」
「店長に向かってなんだその言い草は？」
「すみません」
咄嗟にあやまった。
機転を利かせ、村田のことについて店長に聞いてみることにした。
「店長、村田って知ってます？」
「村田といえば、村田コーポレーションの村田社長のことだろう。何を今さら」
やっぱりそうか。あちこちに、村田の名前があるわけだ。これらの多くは、村田コーポレーションという一つのグループ会社なのだろう。村田は、手の届かないところへいってしまった。
「末松、夜だけでも働け、病気のお袋さんにうまいもん食わしてやれよ」
「今日は店長すみません。風邪引いていて、休みを下さい」
「わかった。明日は、風邪治してこいよ」
店を後にした。

　スマホから、母に電話を掛けた。
弱った母の声だ。
「たく、どうしたの？」
今日の朝、母は元気だった。ところが、世界の裏側ではそうじゃないようだ。
「家ってどこだったっけ？」
「頭でも打ったの？○○○町よ」
案の定、住んだことのない場所だ。
「今から帰るよ」
「気をつけてね」
元の世界に帰りたいが、その方法は村田に効くのが一番だろう。今は、自分の置かれた状況を受け入れる必要がある。
「待ってろ、村田」
いちアルバイトが社長に会うなんて、どれだけのハードルがあるのだろうか。
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